
■はじめに
令和元年度は、管理開始から美和ダム60年、小渋ダム50年の節目の年を迎え、この節目を契機
として、過去からの歴史や災害から川がもたらした恵みと災いを振り返り、ダム等の役割・効
果を再認識するとともに地域住民の防災意識の向上や水源地域の賑わいのきっかけ作りとして
地域市町村とともに取り組んだ記念事業について紹介する。

■地域市町村との取り組み
地域の関係市町村等で実行委員会の立ち上げ、水源地域や下流域受益地域などと連携し、ア
イデアを議論しつつ多彩な企画を実行しました。
構成：天竜川ダム統合管理事務所長、三峰川総合開発工事事務所長、長野県企業局南信発電
管理事務所長、伊那市長、松川町長、中川村長、大鹿村長、（一社）中部地域づくり協会

■課題
記念事業であるため、単独広報ツールのみでは、情報発信が乏しいことから、年間を通じて
多彩な取り組みが必要であった。

小渋ダム美和ダム

■イベントの紹介 ～ダム・地域・人とのつながり、防災意識を啓発するイベントを企画・運営～

↑ダムゲートの点検を兼ねた観光交流は初め
て約150名の方にダム放流が始まるダイナ
ミックな光景をご覧頂きました。県外から多
くのダムマニアの方もおいでいただきＳＮＳ
で広く紹介いただきました。

↑七夕の夜にダム見学会を開催し「ライト
アップした小渋ダムを見ながら乾杯！」を実
施しました。参加者は13名と少人数でしたが、
遠くは栃木県・滋賀県からはるばる参加して
いただきました。

↑国土交通省と林野庁が行っている「森と湖に親
しむ旬間イベント」として、「美和ダム体感ＤＡ
Ｙ」、「小渋ダム開放ＤＡＹ」を開催し、ダムの
内部や土砂バイパストンネル、発電所など多くの
方に楽しんでいただきました。

←ＪＲツアー
「わくわく夏休
み小渋ダム５０
周年特別見！』
と題し4日間の
企画でインフラ
ツーリズムを実
施しました。

美和ダム60周年・小渋ダム50周年記念事業について
～次世代につなぐダム、地域、そして人とのつながり～

天竜川ダム統合管理事務所 総務課



■終わりに

↑美和ダム60周年記念とあわせて長谷地区を
もみじの里にしたいという地域の皆様の厚い
思いに沿った企画として植樹を行いました。

↑大鹿村、下伊那漁業組合の皆様のご協力を
頂くと伴に大鹿小学校の全児童43名が参加
して盛大にアマゴの放流が行われました。

↑「美和ダム60周年・小渋ダム50周年記念シ
ンポジウム」を中川文化センターで開催し,国
会議員の先生をはじめ県議会議員、行政機関、
一般住民の方々で約250名の参加者で賑わい
ました。
【シンポジウムの内容】
・美和ダム・小渋ダムの災害の歴史を知る方
からのビデオメッセージ
・記念事業等の紹介
・ドローン撮影映像による両ダムの紹介
・気象予報士による「南信地方における気象
災害と対応策」の講演 など

←「美和ダム60周年・小渋ダム50周年記念除
幕式」を開催しました。
ダムが地域と一体となり、安心安全の確保、
暮らしを支える役割を末永く果たす事を祈念
し記念碑を設置。
地元切り絵作家浦野氏がダムをモチーフに製
作した切り絵を陶板に焼き付け記念碑とした。
関係市町村長に出席していただきました。

■実行委員会が主体となり作成した次代をつなぐ記念品
郵便局や道の駅の協力も頂きました。

木製テーブルとイス２セット

記念切手シート
【地元郵便局と連携】

道の駅記念切符
【道の駅と連携】

切り絵を焼き付けた陶板 切り絵を焼き付けた陶板

○実行委員会を立ち上げた事により、記念品の作成やイベントの広報ツールとして、各広報誌掲
載、回覧板、学校へのチラシ配布等による広報拡大。
準備期間は、短期間であったが地域を中心に実行委員会が機動的に、積極的に活動いただいた

事に御礼。
○地域、漁協、郵便局、道の駅をはじめ多くの人々や組織に参加いただいたことに御礼。
○切り絵は、記念碑のみでなくＰＲカードとしても利活用している。
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